
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■２ 産業廃棄物循環プラン  
     ３Ｒの推進  

□ 多量排出事業者に対する指導の強化 

□ 資源循環型産業の育成支援 

 （産廃税を活用した3R事業化、AI、IoT等の活用を含む施設整備への支援、

地域循環圏の形成に向けた支援、リサイクル製品認定普及事業の推進） 

□ 食品ロス削減の推進（事業系） 

   適正処理の推進  
□ 廃棄物処理に関する排出事業者責任の徹底 

□ ＰＣＢ廃棄物処理の推進 

□ 処理施設等に対する監視指導の強化 

□ 電子マニフェストの普及促進 

□ ダイオキシン類対策の推進  

   適正処理体制の確保  
□ 不法投棄等の不適正処理防止体制の確保 

□ 優良産廃処理業者の育成・支援 

□ 公共関与による広域処理体制の推進 

□ 処理施設設置に係る事前協議の推進等 
 

■３ 循環型社会を担う人づくり・地域づくりプラン    
 環境教育・環境学習の推進  
□ 学校や地域社会での環境教育・環境学習の推進 
□ 市町や教育機関等と連携した取組の展開 

    普及啓発及び情報提供   
             

１ 主体別の取組及び関係機関との連携 
適切な役割分担の下、各主体が相互に連携・協働 

２ 計画の推進                                
(1) 推進体制 

県環境政策推進会議、環境やまぐち推進会議等で連携・調整 

(2) 進行管理                                         

・ＰＤＣＡサイクルによる管理 

・ホームページや毎年度の環境白書等で公表 

・関係法令の制定・改正などがあれば必要に応じて計画を見直し 

第７章 各主体の役割分担と計画の推進 

１ 趣旨及び目的   

現計画での課題及びやまぐち維新プラン、国の循環型社会

形成推進基本計画等を踏まえて策定   

２ 基本的な視点  
「自助」「共助」「公助」の視点に基づく循環型社会の形成 

３ 計画の位置づけ：廃棄物処理法、県循環条例に基づく計画 
４ 計画期間：令和３年度～７年度（５年間）

５ 地域区分：一廃を７ブロック、産廃を６地域に区分 
６ 対象とする廃棄物等  

一廃、産廃、未利用資源(木質バイオマス等) 

■１ 一般廃棄物循環プラン 
   ３Ｒの推進  

□ 市町の一般廃棄物処理計画に基づくごみの発生・排出抑制、 

  リサイクルの推進 

□ プラスチックごみ削減の推進 

□ 食品ロス削減の推進（家庭系） 

□ リユースの推進 

□ 容器包装リサイクルの推進 

   適正処理の推進  
□ 適正な維持管理と情報公開 

□ 一般廃棄物処理施設の監視指導 

□ ダイオキシン類対策の推進 

□ 人口減少や高齢化社会に伴う必要な支援 

□ 災害廃棄物対策の推進 

   適正処理体制の確保  
□ 広域的なごみ処理の推進（ごみ処理の広域化） 

□ 海洋ごみの適正処理体制の確保 

□ 災害廃棄物の適正処理体制の確保 

□ 新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の徹底 

１ ぶちエコやまぐち３Ｒ県民運動の推進   
◇ プラスチックごみ削減の推進 

◇ 山口県食品ロス削減推進計画に基づく取組の推進 

◇ 多様な分野での３Ｒ県民運動の推進 

２ 次世代を担う資源循環型産業の強化                           
◇ 資源循環型産業の育成支援 

◇ 地域特性を活かした地域循環圏の構築 

◇ エコ・ファクトリーやリサイクル製品の認定の拡大 

３ 廃棄物の適正処理の推進  
◇ 廃棄物処理に関する排出事業者責任の徹底 

◇ ＰＣＢ廃棄物の適正処理の促進 

◇ 優良産廃処理業者の育成・支援 

◇ 不適正処理監視体制の強化 

◇ 公共関与による広域処理体制の推進 

４ 海洋ごみ対策の充実強化           
◇ 多様な主体による回収・処理対策の促進 

◇ 内陸から沿岸に至る流域圏の多様な主体と連携した発生抑制対策 

の推進 

◇ 推進体制の運営 

 

第１章 計画の基本的事項 

第６章 循環型社会形成推進への取組 

第２章 現状と課題  

１ 地域の概要：地理的特性、人口特性、産業特性 
２ 廃棄物処理の概要：一廃（ごみ、し尿）、産廃 
３ これまでの取組の評価と課題 
(1) 第３次計画の進捗状況(R 元実績） 

目標 27 項目のうち 18項目が達成又は順調に推移 

(2) 取組に関する課題 

 《一廃》全国平均を上回る1人1日当たりの家庭排出ごみ量 

山口県 527ｇ＞ 全国平均 506ｇ(H30 実績） 

 《産廃》PCB 廃棄物の適正処理、優良産廃業者の育成 

(3) 新たな課題 

・廃棄物の３Ｒのさらなる徹底 

・プラスチック資源循環戦略に基づく取組 

・次世代を担う資源循環型産業の強化 

・食品ロス削減への取組 

・海洋ごみの発生抑制から回収・処理までの一体的な取組 

・人口減少や高齢化に伴う廃棄物の排出・処理に係る影響 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大によるごみ処理へ

の影響 

第５章 重点プロジェクト 

第３章 基本方針・目標 

１ 山口県食品ロス削減推進計画 
  （「食品ロスの削減の推進に関する法律」に基づく法定計画） 

●計画の目標：2030 年度までに県内で発生する食品ロス量を 2000 年

度比で半減 

２ 山口県ごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約化計画 

  （国が都道府県に求めた持続可能な適正処理の確保に向けた広域化・

集約化に係る計画） 
●計画の内容：現在のごみ処理広域ブロック（７ブロック）を維持 

 

山 口 県 循 環 型 社 会 形 成 推 進 基 本 計 画 の概 要 （素 案 ） 

１ 基本方針                                 
■ ３Ｒの推進 

■ 廃棄物の適正処理の推進 

■ 廃棄物の適正処理体制の確保 

■ 循環型社会を担う人づくり・地域づくりの推進 

２ 将来予測：一廃・産廃の排出量及び処理量の見込など 

３ 目標及び取組指標（全 27 項目） 

《廃棄物の減量に係る目標：８項目》 

●一廃及び産廃の総排出量、リサイクル率、最終処分量など 

●新規：1 人 1日当たりの家庭排出プラスチックごみ量 

《県民及び３Ｒ県民運動に係る取組指標：４項目》 

●新規：資源ごみ店頭回収量（食品トレイ、ペットボトル等） 

《事業者に係る取組指標：５項目》 

《行政に係る取組指標：１０項目》 

●新規：高齢者等へのごみ出し支援市町数 など 

第４章 施策の展開 


